■お知 5 せ 


• このお知らせシートは本機をご使用の前に必ずお読みください。 

• このお知らせシートは、取扱説明書ととちにいつでち見ることびでさる所に必ず保をしてください。 



ジタル放ちの視聴 • 録画について 




B 本機でダビングでをる DVD ディスクについて S 


BS デジタル放送及び地上デジタル放送は、コピー制御信号び加え5れていまず。 
そのため本機に B-CAS 力ードを差し込まないと、巧送の視聴や録画び楽しめません。 

. -ち料がをの視聴.録画について- S 

• WOWOW などの有料放送を本機で視聴'録画をするには、契約済み B-CAS カー 
ドを本機に挿入しておく必要びあります。（有料放送は、モ契約の B-CAS カード 
では視聴-録画び行えません。） 

_ y 


DVD - RW / DVD - R にデジタル巧をの ri 回だけ録画巧能 J 1" ダビング1 0 J 
のま組をダビングするとをは 

• デジタル放送の n 回だけ録画巧能」 r ダビング10」の番組を DVD - RW / DVD - R にダビ 
ングずるとをは、 CPRM 対応の DVD - RW / DVD - R ディスクを使用した VR フォーマッ 
卜でのダビングに限定されまず。 

• VR フォーマットの DVD - RW / DVD - R ディスクでも、 CPRM 未対応ディスクにはダビン 
グでをません。 

• CPRM (Content Protection for Recordable Media ) とは、デジタルメディアに巧す 
る著作権保護技術です。 

• 番組を直接 DVD ディスクに録画(予約録画も含む)することはでをません。 



本機で録画またはダビングでをる BD ディスクについて 


雌奨ディスクについ口 

• ディスクによっては本機との相性により、性能を十分に発揮できない(使用でをない)場 
合びありまずので、鮮社で確認済みの下記 メーカー 製ディスクの使用をおずずめします。 


BD-RE(Ver.2.1/l X -2 X) に準拠したディスク 


ディスクのパージヨン 

メーカー 

Ver.2.1 

シャープ ITDK 1ソニー 1パナソニック1三養化学メディア 


BD 书 (Ver.l.l/lx-2x 、 Ver.1.2/1 x-4x 、 Ver. 1 .2 LTH TYPE 、 Ver.1.3/1 x-6x ) に準拠したディスク 


ディスクのバージョン 

メーカー 

Ver.1.1 

TDK 

ソ ニー 

パナソニック 

兰菱化学メディア 


Ver.1.2 

シャープ 

TDK 

ソニー 

パナソニック 

吉菱化学メディア 

Ver.1.2 LTH TYPE 

太陽誘電 (That's) 





Ver.1.3 (LTH TYPE を 除く） 

TDK 

ソニー 

パナソニック 




• 上記メーカー製のディスクは、実際にテストを行い、動作の確認びでをたちのですび、 
ディスクごとの相性に巧して動作を保証するちのではありません。 

• 上記メーカー製のディスクでち、本機し:!外で録画に使用した BD ディスクの場合、 
録画用（ダビング用）デイスクとして使用でをない場合びあります。 



ノ 


本機でダビングできるディスクは DVD - RW と DVD - R でず。必ず 「for VIDEO 」、 
「for General J または「録画用」の表記があるディスクをお使いください。 

【推奨ディスクについて】 

• ディスクによっては本機との個性により、性能を十分に発揮でをない(使用でをない)場 
合がありまずので、鮮社で確認済みの下記 メーカー 製ディスクの使用をおすすめします。 


DVD-R(for General Ver.2.0/1 x-8x 、 Ver.2.1/16x ) に準拠したディスク 


ディスクのパージヨン 

メー刀一 

Ve 「 .2.0/4X 

太陽誘電 (That’s) 

王賽化学メディア 

日立マクセル 

Ve 「 .2.0/8x 

太陽誘電 (That’s) 

兰菱化学メディア 

日立マクセル 

Ver.2.1/16x 

太陽誘電 (That’s) 

兰賽化学メディア 



DVD-R DU2 層/ for General Ver. 3.0 /4x-8x ) に準拠したディスク 


ディスクのバージヨン 

メーカー 

Ver.3. 日 

Z 菱化学メディア 

Ver.3.0/4 X 

兰菱化学メディア 

Ver.3.0/8 X 

王養化学メディア 


DVD-RW(Ver.l.l/l x-2x 、 Ver.l.2/4x- 巨 x ) に準拠したディスク 



ディスクのパージヨン 

メー刀一 

Ver.l.l/2x 

Z 菱化学メディア 

日本ビクター (JVC) 

TDK 

Ver.1. 2/4 X 

王養化学メディア 

曰本ビクター (JVC) 



• 上記メーカー製のディスクは、実際にテストを行い、動作の確認びでをたちのですび、 
ディスクごとの相性に巧して動作を保証するものではありません。 


高速ダビングについて 


• 本機は BD へのダビング閒口種類のダビングスピードが選べます。 r 高速ダビング(最高速 
モード)」を選択したとさは、約 7 倍速 (HD 画質で録画した BS デジタル放送の場合)までダ 
ビングスピードが上がります。高速ダビング時はディスクの回転数が上がるため、動作音 
が大をくなりますが故障ではありません。（己倍速対応の BD-R Ver .1.3 ディスク使用時） 
•深夜など、動作音が気になるとさは、 r 高速ダビング(静音モード)」または r 録画画質変換 
ダビング(等速)」を選択してダビングしてください。 

-「録画画質変換ダビング(等速)」でダビングする場合には、選択したタイトルの時間と同 
等の時間がかかります。 

-「高速ダビング(静音モード)」は、「録画画質変換ダビング(等速)」と比較して約2倍のス 
ピードでダビングがでをます。 

• DVD ディスクへの高速ダビングはでさません。 

v. _ y 


〔裏面ちご覧<だ さい。) 








































































1 お巧 6 せ 


• このお知5せシートは本機をご使用の前に必ずお読み<ださし、。 

♦ このお知5せシートは、取扱説明書とともにいつでを見ることびできる所に必ず保をしてください。 


HDD (八ードディスク）について 

• 本機には、録画-再生用の八ードディスク似下 「 HDD 」 といいまず。)び内蔵されていまず。 
■ HDD ( A — ドディスク)は、振動や衝撃、温度変化などの震響を受けやずい精密機器でず。 
設置時や使用時は次のことに気をつけてください。 


設置時のごミち意 


• 水平に置き、傾けないでください。 

• 振動や衝撃び起こ5ない場所に設置してくださし、。 



• 本機後面のを却用フアンや通風□をふさぐよラな 
狭いところに置かないでください。 


• 温度差の激しいところに置かないでください。 




-温度差の激しいところに設置すると、「つゆつを」び起こる場合び 
あります。本機内細こ r つゆつき」び起こったまま使うと、 HDD に 
傷び付を、故障の原因になります。 

-室温の温度変化は、毎時10でしソ下 ( 1時間あた0の温度変化び 
1〇でじ(内)に保つことをおすすめします。 


使用時のごを意 


• 本機び動作しているとさは、本機を動かしたり衝撃や 
振動を与えないで下さい。 

( HDD を破損ずる場合びありまず。） 厂 


• 電源「切」にした場合でを、電源プラグをコンセントに差し込んだまま動かず場合は、 
クイック起動設定を r しない」に変更してから電源を切り、本体の電源ランプび赤色 
に点な後、 2分 J ツ上待ってか5 行ってください。 

( HDD を破損ずる場合びありまず。） 

♦電源「入」のときは、電源プラグをコンセントから抜いたり、本機を設置してある 
場所のブレーカーを落としたりしないで下さい。 

庙ミ画内容び損なわれるなど、故障の原因となる場合びありまず。） 

v ___ J 



HDD に録画した番組(タイトル)の巧を 


• HDD が故障すると、 HDD に記録されている内容が失われることびありまず。 
大切な番組、保存しておきたい内容は己 D ディスクや DVD ディスクにダビング 
(複製や移動）して保をずることをおずずめしまず。 



• 録画-録音内容の損失など、万一何らかの不具合により録画-編集でさなかった場合 
の内容の補償、録画’編集されたデータの損失、な5びにこれらに関するその他の直接’ 
間接の損害につきましては、当社は責任を負いかねます。あ b かじめご了をください。 





-本機を移動する際は、 HD □保護のため、 電源 プラグをコンセントか 6 巧き 2 分!•ソ上 
待ってか5移動して下さい。履源を切っても HDD はしばらくの間回転します。） 
また、移動中ち本機に対する衝撃や振動を与えないで下さい。 



rh' コ日 J 表示と番組表データ取得について 



• 本体の電源び切れているとさ、番組表データ取得時刻になると本体内部の電源び入0、 
番組表データを取得しまず。 

• 番組表データび取得できていないときは、電源を切ったときに番組表データを取得します。 
•「 EP 日」表示中でを電源を入れて操作ずることびでさまず。次回電源を切ったとさに、 
番組表データを再取得しまず。 


















































